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※画面イメージはサンプルです。実際の出願時に変更される場合があります。

表示されている試験の
ボタンをクリック。

申込内容を確認したら
をクリック。

「入試区分」を選んで
をクリック。

新規申込手続きへ

マイページから
をクリック。

ボタンを押すと
マイページから「申込内容確認書」を
印刷することができます。

保存して中断する

次へ

選択

お支払い画面へ

画面の指示に従って、出願情報を入力
してください。入力内容を確認したら

をクリック。試験選択画面へ

「2月１日入試」は試験科目の違い
に注意して選択してください。「２月
１日入試」と「プレゼン型入試」の併
願の場合は２つ選択してください。

と表示されている項目は
必ず入力してください。
必須

入力された志願者・保護者
情報（氏名・性別・生年月日・
住所・電話番号等）は、入学
手続きに関する書類に使用
させていただきます。

合否サイトおよび入学金用
パスワードはご自身で設定
をしてください。
（半角英数字混在：8-16桁）

【ご自宅最寄駅情報〈1〉～〈5〉・
通学時間〈6〉】については、東京・
関東6県・山梨在住者のみ、ご入
力ください。

「B：4科目英検タイプ」「D：2科目
英検タイプ」の試験を受験する場
合、「デジタル証明書共有キー」
をご入力ください。
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※画面イメージはサンプルです。実際の出願時に変更される場合があります。

「お支払い方法」を選択し、　　　　  をクリック。

入力した内容をもう一度確認して、間違いなけ
れば のボタンをクリックします。

登録されたメールアドレスにメールが届きます。

Web出願完了後、マイページから ボタンを
クリックし、【志願書】を印刷し、入力フォームで提出
してください。
※コンビニ支払いの場合は店頭での支払いが完了するまで
　表示されません。

【受験票】は、出願期間より、同じマイページから
印刷してください。

受験票

お支払い方法を選択すると、
ここに手数料が表示されます。

確認画面へ

上記内容で申込む

この操作以降は、入力内容の
変更はできません

注意事項
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住所：〒187-0032 東京都小平市小川町1-860
TEL：042-341-2611〈入試係〉　FAX：042-341-2619
ホームページ https://tokyo-junior.soka.ed.jp/

❶家庭用プリンタで印刷する

コンビニ印刷ガイド

Wi-Fi接続や通信でのデータ送信が可能の場合、お持ちのプリンタで印刷できます。設定方法についてはプリンタの取扱説明書をご覧ください。

❷コンビニエンスストアで印刷する
スマートフォンのWi-Fi通信やUSBメモリなどの情報記録メディアを利用して、コンビニエンスストアのマルチコピー機で
印刷できます。詳しくはコンビニ印刷ガイドをご確認ください。

システム・操作に関するお問合せは、出願サイトの「お問合せ先」のリンクからご確認ください。入試内容に関するお問合せは、
本校入試係までご連絡ください。平日の10：00～16：00まで。但し、土曜日は12：00まで。（12月20日（土）～1月4日（日）を除く）

志願書および通知表を
期日までに入力フォームで提出 以上で出願手続きは完了です！

※画面イメージはサンプルです。
　実際の出願時に変更される場合があります。

A4サイズ・白無地用紙に印刷
A4サイズ・白無地用紙に印刷
して切り取る

】
票
験
受
【

】
書
願
志
【

志願理由を記入の上、入力フォームで提出
試験当日に持参
※出願期間より印刷可能

入学検定料のお支払方法について
▼ご利用いただけるクレジットカードAクレジットカードによるオンライン決済（決済手数料が必要です）

クレジットカード番号など必要な情報を入力し、決済を完了させます。
クレジットカードによるオンライン決済にて、24時間、お支払いが可能です。

▼ご利用いただけるコンビニ
Bコンビニでのお支払い（支払手数料が必要です）
出願登録後、払込票を印刷し（番号を控えるだけも可）、選択したコンビニレジにてお支払
いを済ませてください。お支払い後に受け取る「お客様控え」はご自身で保管してください。
右記のコンビニにて、24時間、お支払いが可能です。

▼①でご利用いただける金融機関

Cペイジー対応金融機関でのお支払い（支払手数料が必要です）
①ペイジー対応金融機関ATMでお支払いができます（ペイジーマークが貼ってあるATMで現金・カード・通帳を使ってご利用いただけます）。
②ペイジー対応ネットバンキングでのお支払いが可能です。（各種金融機関の決済方法に従ってご利用ください。※決済手数料が必要です。）

三菱UFJ銀行、みずほ銀行、りそな銀行、埼玉りそな銀行、三井住友銀行、ゆうちょ銀行、
千葉銀行、横浜銀行、関西みらい銀行、広島銀行、福岡銀行、十八親和銀行、東和銀行、
熊本銀行、京葉銀行、南都銀行、足利銀行、七十七銀行、群馬銀行

▼②でご利用いただける金融機関
各都市銀行・地方銀行・信用金庫・ゆうちょ銀行・労働金庫・農協・漁協

ペイジーマーク

▼ご利用いただける決済サービスDその他決済サービスでのお支払い（決済手数料が必要です）
各種決済サービスの決済方法に従ってお支払いが可能です。

※ネットバンクもご利用いただけます。

スマートフォン・タブレットから出願し、「受験票」を印刷する方法



1.会場の確認
・事前に、本校までの交通機関を確認しておいてください。
・会場内の事前見学はできません。

3.付き添いの方
・試験中は、控室をご用意しております。
昼食時は、座席数の関係で、受験者1名につき、付き添い者は1名とさせていただきます。
・上履きと下足袋を持参してください。

・構内に駐車スペースがありませんので、自動車での来校はご遠慮ください。

4.その他
・試験当日の1週間前から当日までの間に、インフルエンザ・新型コロナウイルス等の感染が判明した場合は、入試係
　までご連絡ください。
・障がい等があって受験上の配慮や入学後の修学上の配慮等を必要とする場合、本校では希望する対応が難しいことも
　あるため、必ず事前に入試係までご相談ください。
・個人情報保護法に基づき、出願の際にいただく個人情報につきましては、本校入学試験および入学手続きの目的以外
   には使用いたしません。
・本校を卒業した生徒は、原則として創価高等学校へ進学できます。

5.宿泊
各自でご手配ください。斡旋を希望される方は、
近畿日本ツーリスト（株）立川支店
担当：創価中学校受験宿泊予約係　TEL：042-523-2441 までお問い合わせください。
※締め切りは宿泊日の2週間前までです。

2.試験について
・8時30分までに、自分の座席に着席してください。（7時30分以前は入場できません）
・持ち物　□受験票　□筆記用具（鉛筆・消しゴム）　□上履き　□下足袋

・受験票は出願期間になりましたら、マイページより印刷が可能となります。
※上履きは、小学校で使用しているものをご利用ください。
※携帯電話・スマートフォン等の持ち込みはできません。
※HB以上の濃さの鉛筆・シャープペンを使用

・試験当日の昼食・水筒・ペットボトル等は、各自でご持参ください。昼食販売はございません。
・試験中や休み時間に換気を行いますので、各自で防寒対策をお願いします。
　（コートの着用やひざ掛け等の使用を認めます。）
・試験中にマスクを着用することはできますが、本人確認等で外していただく場面があります。
・「面接試験」は、受験者のみで行います。

【2月1日入試】試験について
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・試験当日の1週間前から当日までの間に、インフルエンザ・新型コロナウイルス等の感染が判明した場合は、入試係
　までご連絡ください。
・障がい等があって受験上の配慮や入学後の修学上の配慮等を必要とする場合、本校では希望する対応が難しいことも
　あるため、必ず事前に入試係までご相談ください。
・個人情報保護法に基づき、出願の際にいただく個人情報につきましては、本校入学試験および入学手続きの目的以外
   には使用いたしません。
・本校を卒業した生徒は、原則として創価高等学校へ進学できます。

※HB以上の濃さの鉛筆・シャープペンを使用

1.会場の確認
・事前に、本校までの交通機関を確認しておいてください。
・会場内の事前見学はできません。

3.付き添いの方
・試験中は、控室をご用意しております。
・上履きと下足袋を持参してください。

・構内に駐車スペースがありませんので、自動車での来校はご遠慮ください。

4.その他

5.宿泊
各自でご手配ください。斡旋を希望される方は、
近畿日本ツーリスト（株）立川支店
担当：創価中学校受験宿泊予約係　TEL：042-523-2441 までお問い合わせください。
※締め切りは宿泊日の2週間前までです。

2.試験について
・8時30分までに、自分の座席に着席してください。（7時30分以前は入場できません）

・時間を計るために腕時計を利用しても構いません。時間を大幅超過した場合は途中で打ち切る可能性があります。
・プレゼンテーション入試の動画撮影について複数教員による評価を実施する為、試験当日のプレゼンテーション及
び質疑応答の様子を録画させていただきます。録画しました動画は厳重に保管し、合格発表後、適切な手段にて破
棄をさせていただきます。この動画は、入試の合否に関わること以外には一切使用いたしません。

・作文では持ち込んだものを使うことはできません。

・
  プレゼンテーションにおける表現や実演よりも、「内容」の説明が重視されます。時間配分には気をつけてください。
  データ提出フォームにて、プレゼンの「発表で使用するもの」の報告をお願いします。

く会場に準備されているもの＞
ホワイトボード、マーカー(3色）、マグネット、プロジェクター(HDMIケーブル）
上記以外の学校のもの•Wifiは利用できません。

【プレゼン型入試を受験される方】

・持ち物　□受験票　□筆記用具（鉛筆・消しゴム）　□上履き　□下足袋　

・受験票は出願期間になりましたら、マイページより印刷が可能となります。
※上履きは、小学校で使用しているものをご利用ください。

□プレゼン発表で使用するもの（作品、資料、パソコン、紙など、自分1人で持ちこめるもの）

※携帯電話・スマートフォン等の持ち込みはできません。

【プレゼン型入試】試験について
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・水筒・ペットボトル等は、各自でご持参ください。
・試験中にマスクを着用することはできますが、本人確認等で外していただく場面があります。
・すべての試験終了後、持参した昼食を食べていただくことが可能です。（食べずにご帰宅いただいてもかまいません）



次の文章を読み、【ミッション】に沿って、プレゼンを行いなさい。

　「あなたの一番好きな言葉は何ですか？」…このように問いかけるといろいろな言葉が返って
きます。なかでも「ありがとう」は、世界中の人々が共通して答える好きな言葉の一つです。「あり
がとう」と言われた時のうれしさ、「ありがとう」と伝えた時のすがすがしさを、皆さんも感じたこと
があるでしょう。

　「ありがとう」という感謝を表す言葉は、自分の気持ちを表すだけではなく、相手との信頼関係
を築いたり、社会全体にみんなで助け合う気持ちを生み出したり、人々の心を元気にしたりする
ことが分かっています。

　そこで、身近な地域や学校、家庭などで「ありがとう」を伝える活動を、意識的に行ってみましょ
う。何日間か日にちを決めて活動します。いつ、どのような場面で、だれに「ありがとう」を伝える
ことができるでしょうか。活動の結果、あなた自身にどのような変化が起こるでしょうか。

【ミッション】

あなたのプレゼンを、以下の、ステップ1, 2, 3の順番で発表をしてください。
【ステップ1】「ありがとう」を伝える活動を通して、どのような場面で、だれに「ありがとう」

を伝えたか、また心に残っているエピソードを、写真や絵といっしょに紹介し
てください。

【ステップ2】それぞれの活動で、「ありがとう」がどんな良い変化や気持ちの動きを生ん
だでしょうか。そのときの自分や相手の表情や気持ちを、考えて伝えてくだ
さい。

【ステップ3】これから先の未来で、「ありがとう」がもっと広がる地域や学校にしていくた
めに、今までにない新しいアイデアを自由に提案してください。そして、
あなたのアイデアによって、未来がどのように変化するのかを伝えてくだ
さい。今の世の中では実現が難しいと思うアイデアでも、あなたの中で、
どのようにすれば実現できるのか、はっきりしていれば構いません。

2026年度 創価中学校 プレゼン型入試問題
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＜ポイント＞
以下の４つの項目を意識してプレゼンの準備をしましょう。

● 自分の言葉で、具体的なエピソードや感情をわかりやすく伝えているか。

● 気づきや感情の変化を整理・分析できているか。

● 自分の考えや気づきと、創造的なアイデアをしっかりと結びつけているか。

● 聞き手が引き込まれるように、話し方や表現に工夫をしているか。

＜HPにてQ＆Aを提示＞
Q1. 家族や友だちに協力してもらってもいいですか？

A1. はい、構いません。協力してもらう中で、自分自身の気づきがあれば、それもプレゼンに活かせます。

Q2. 「ありがとう」が広がるのは地域や学校に限られますか？

A2. はい、まずは地域や学校で「ありがとう」を広げる提案を考えてください。

Q3.  提案先は誰ですか？

A3.  特に提案先を定める必要はありません。

Q４.  ステップごとにプレゼンのパートを分けますか？

A４.  プレゼンの中にこれらの3つが分かるように含まれていれば、形は問いません。

Q５.  どのような発表方法がよいですか？

A５.  自分のアイデアが一番伝わりやすい発表方法を選びましょう。

 発表方法には、プレゼンテーションソフトを使う、紙芝居をつくる、模造紙にまとめる、模型を手にし

て発表する、インタビューの録音を再生するなど、いろいろな方法があります。原稿を持ち込んで

も構いません。自分の考えを分かりやすく効果的に発表できる方法を選びましょう。

Q6.  原稿を読んでもよいですか？

A6.  発表原稿を作って、見ながら話してもかまいません。試験官によく伝わるように、練習しましょう。

Q７.  7分ではすべてを発表できませんが、どうすればよいですか？

A７.  すべてを発表したくなってしまいますが、時間内（7分）でまとめられるように工夫してみましょう。

～プレゼン準備のために～
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